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ESG投資とは何か、企業経営が今後どうあるべきかを考えるヒントを提示する。
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第３回目のゲストである日本瓦斯株式会社の取組みがわかりやすかったです。情報開示の重要性を学びました。
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第1回 急拡大するわが国のESG投資と世界の動向
第2回 機関投資家から見るESG投資の意義
第3回 ESG投資から考える企業経営と情報開示

ゲスト：清田 慎一氏
（日本瓦斯株式会社 取締役

経財部・コーポレートコミュニケーション部 管掌）

【概要】
ESG投資とは、環境・社会・企業統治に配慮している企業を重視・選別して行う投資
方法を指します。ESG評価が高い企業は、事業の社会的意義、成長の持続性など優れ
た企業特性を持つと言えます。
ESG投資は、欧米を中心に広く浸透し、投資残高も年々拡大する傾向にあります。日
本においても、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が、ESGに積極的に取り
組む会社を構成銘柄とする新しい株価指数を発表しています。
本講座では、ESG投資の背景と世界・国内の動向を説明したうえで、機関投資家が
ESG投資をどのように捉えているのか、企業がESG経営を推進するうえでどのような
取り組みが重要なのかを企業の実例を交えて解説します。


